
学　校　番　号

福岡県立八幡中央高等学校  全日制課程

評　　価 評　　価

（総　　合） （総　　合）

重点目標

①学習指導（基礎学力の定着、学びに向かう力の育成）

②学習指導力の向上に向けたＩＣＴ機器の活用

③進路指導（高い志を持った生徒の育成）

④生徒指導（あるべき姿と誇りを大切にする生徒の育成）

⑤人権・同和教育の推進（自他を尊重する生徒の育成）

⑥特色ある教育の推進（他校と差別化された教育活動の推進）

⑦「社会に開かれた教育課程」の実現

⑧広報活動（教育活動の積極的発信）

具体的目標 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

充実した正課授業の実現 A

基本的生活習慣の確立・家庭学習の定着 B

情報課との連携・成績処理等の管理徹底 A

広報・庶務課 認知度を高める広報活動・充実した教育活動の推進 B B

自己決定能力の育成 B

自己存在感の醸成 B

共感的人間関係の確立 B

健康教育課 生徒の安全・安心な学校生活の保障 A A

３年間を見通したキャリア教育の推進 B

第一進路希望の達成及び学校満足度の向上 B

各種検定試験の資格取得率の向上 A

情報課
校内研修による教員の情報活用能力の向上と各種
システムの円熟化

B B

教科科目横断型授業、ICT活用授業と、「主体的・対
話的で深い学び」の推進 A

読書の推進と芸鑑賞会の維持発展 A

人権教育課
他者を思いやる生徒の育成及び生徒の自尊感情の
涵養と安心・安全な学校生活環境作りの推進

B B

素直な人間性の育成、学習習慣の定着と学力の向
上、学年職員団の団結力

高い規範意識の育成と進路選択に向けた情報収集
能力・思考力・学力の向上

第一希望進路の実現と社会人基礎力の育成

芸術の基礎的知識技能の習得と高い専門性の育
成、及び地域貢献活動の推進

地域貢献できる人材の育成と４年制大学進学の意
識醸成、実績向上

A

A

事務室の機能強化 B B

様式３

令和５年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針 校訓および教育目標に則った教育実践により、中央生としての自覚と高い志を持ち社会に貢献できる生徒を育成し、地域や広く社会に信頼される学校文化を築いていく

Ａ Ａ

昨年度の成果と課題 具　体　的　目　標
   本校は創立１０７年目を迎える伝統校である。学校周辺の地域には本校の卒業生も多く、
同窓会からも物心両面にわたり温かい支援を受けており、その期待も大きい。その一方で学
校周辺地域では、中学校の生徒数の減少が続いており、本校でも生徒数の確保が難しくなっ
ている。そのような状況において、本校の果たすべき使命は、対外的には保護者や地域に対
して確固たる進学実績を示すことであり、校内的には急激に変化する社会に柔軟に対応し、
地域で貢献できる人材を育成することである。
  そこで、今年度も不易流行を大切にしながらも生徒の実態に応じた教育活動の見直しを推
進し、生徒に能動的に学ぶ姿勢を身に付けさせるとともに、一人ひとりの能力を最大限に引
き出すための個別最適化された学びを実現することにより、主体的に進路を選択する力、そ
の実現に向けて粘り強く取り組む力、さらには社会の変化に柔軟に対応できる創造性豊かな
生徒の育成を目指す。
  また、少子化と私学への流失がある現状から、戦略的で積極的な広報活動を推進する。引
き続き生徒募集を本校の重要なミッションとして位置付ける。

鍛ほめ福岡メソッド及び個別最適化された授業の提供により、生徒の自ら学び考える力を育成する。

ＩＣＴ機器を活用した生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実践による授業改善と適切な評価により生徒の創造的思考および学ぶ意欲を喚起する。

全体計画に沿ってキャリア教育を推進し、生徒により高い目標設定を促し、生徒の主体的な進路選択・決定およびその実現を支援する。

厳しさの中にも温かみのある生徒指導及び生徒主体の学校行事、部活動等を通して、自己決定能力、自己肯定感、共感的人間関係を育成する。

多様性を認め、自他を尊重し、いじめや差別のない教育環境をつくる取組を推進する。

芸術コース・特進クラスの目的・目標に即した取組を推進し、新たな特色を創出する。

ＳＤＧｓ活動やＰＴＡ・同窓会・地域の小中学校との連携を通して、地域に根ざした学校づくりを推進する。

観点別学習状況評価に関して、本年度の実施状況を検証し、教務規定
の点検・見直しを行う。また、授業評価アンケートを継続し、授業改善の
一助とする。出席率に関して、95.5％と目標に届かなかった。理由は
様々であるが、安易な遅刻・欠席の減少を図っていく必要がある。出席
率向上のために、「わかる授業」を実践し、「自ら学び考える」方向へ導
くよう、適切な指導を各教科と連携しながら展開する。一人一台端末の
積極的かつ効果的な活用を図り、「わかる授業」による学校への意識付
けを図る。また、スケジュール帳を用いて、自己管理能力を身に付けさ
せることや、家庭学習（予習復習）の定着を図るための具体的取組を学
年及び関係教科と連携して行う。

Ａ

　新型コロナウイルス感染症が第５類に移行し
たにも関わらず、出席率が目標に届かなかっ
たことは残念です。しかし、生徒に「わかる授
業」を実践するとともに、ICT等を活用した対応
を進めていただいていることはとてもよいと考
えます。
　学校広報については、ホームページや昨年
度導入されたインスタグラムが随時更新されて
いて、本校の魅力をリアルタイムで発信できた
ことは大変よかったと考えます。

保護者の協力を得ながら、関係各所とも連携を図り、安易な欠席・遅刻を減少(出席率９９％以上目標）させる。
また、学年・教科と連携をとりながら、１日２時間以上の家庭学習時間の確保に努めさせる。

観点別学習状況評価が円滑かつ適切に実施されるように、成績処理システム及び教務規定の点検・見直し・整備等を行う。また、情
報課と連携しながら校務支援システムの円滑な運用を行い、成績処理・生徒指導要録等の管理徹底を行う。

同窓会やPTA等、関係各所との連携を深めることで教育活動の活性化を図る。また、本校の魅力を発信する
機会を創出し、中学生や地域等へ戦略的に情報発信を行う。

保護者や地域の方々に対する広報活動は概ね実施できたと考える。特色ある活
動にとどまらず、一般クラスや部活動等を効果的に外部に紹介していくことが課題
である。継続して、生徒の活動を支援するＰＴＡ組織の見直しを連携して行う。

中学校・保護者・地域･同窓会等に本校の魅力ある教育活動を発信する戦略のある積極的広報活動を推進して、生徒募集につなげる。

評価項目 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

学
務
部

教務課

「わかる授業」「できる授業」等、生徒が積極的に参加できる充実した授業の実現にむけて改善を図る。また、昨年度から開始した観
点別学習状況評価を適切に実施・検証し、指導・評価の改善および生徒の自ら学び考える力の育成を図る。また、カリキュラムマネジ
メントの一環として、授業評価アンケートを年２回実施し、授業の工夫・改善に役立てる。

A

A

Ｂ

　学校スローガンのもと、教職員と生徒が
その実践に向かって取り組んでいる雰囲
気が感じられました。今後も生徒一人ひと
りが自己肯定感を高めることができるよ
う、引き続き丁寧な指導を行っていただき
たい。
　今年度は学校行事が大きな制限を受け
ることなく実施できたことはよかったです。
行事における委員会活動等を通して、本
校の伝統行事の継承を図り、生徒の積極
的な取り組みを促してほしいと思います。

生徒会執行部をはじめ、各専門委員会の活性化を図り、生徒一人ひとりが達成感、充実感を体感できるように生徒に寄り添い、生徒
会活動および部活動を推進する。

生徒主体の学校行事や部活動を通して、自主的活動を推進し、母校愛や帰属意識を育てる。

生徒の健康課題の把握と保護者との緊密な連絡体制を確立する。また、共生社会実現のためのインクルーシブ教育推進を目指した
教育環境の整備と拡充を図る。

「がん教育」・「ワンヘルス教育」に関して、科目「保健」で行われる授業
だけでなく、教育活動全般での取り組みが必要になるので、どのように
教育活動に位置づけるのかを考え計画を立てる。

生
徒
育
成
部

生徒指導課

挨拶の励行、時間の厳守、校則の遵守を３本柱とし、礼節の指導を徹底し、規範意識の高揚に努める。また、基本的生活習慣を確立
させるために、生徒に向き合い、積極的生徒指導を推進する。

B

B

主な課題としては、生徒間のトラブルに関する相談件数が増加傾向に
あることが挙げられる。この背景には、生徒達の学校に於ける活動や
日常生活が、コロナ禍以前の状況に戻ったことや、生徒間のトラブルが
多様化してきていることなどが考えられる。今後も、様々なケースに対し
て早期に対処することが事態の解決に不可欠となる。また、学校行事
の改革などで生徒達にも新たに取り組ませることがあることや、多様化
する問題に対して、職員研修会などで情報共有する機会を確保するこ
とが課題である。今後もいじめアンケートや面談の機会を活用して様々
な事態に臨機応変に対応し、積極的生徒指導を推進しなければならな
い。

B
仲間を大切にできる、人権感覚を持った人材の育成を継続する。様々な機会にお
いて生徒のリーダーシップを育成する。各自の進路目標達成のために学習指導
を充実させる。国公立大学合格２０名以上を目標とする。

３学年
多くの学習機会を与え、指導体制を充実させることで学力の向上を図り、国公立大学進学20名以上を目指す。また、学校行事等を主
体的に取り組ませる中で、将来社会で活躍するために必要な「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」を育てる。

B

Ｂ

　先生方のきめ細かなご指導により、推薦
および総合型選抜で１０名の国公立大学
合格者を収めたと考えます。今後も生徒
の実態に応じた指導を第１学年時より展
開していただきたい。特に英語や数学の
検定を活用するとともに、小論文指導は
早期対策が要であるので、学年・教科間
で連携してなお一層の成果を上げてほし
いと思います。

特色ある芸術コースと特進クラスにおいて、地域や大学との連携を深める。また、総合的な探究の時間を通して、希望進路実現に向
けた意識付けを行う。さらに、模擬試験を活用したPDCAサイクルを確立し、進学・就職ともに充実した指導ができるようにする。

普通科については実用英語技能検定、数学検定を、芸術コースについては色彩検定や毛筆・硬筆検定を中心に、さまざまな資格試
験の受検を奨励し、その成果を進路実現に活用させる。

校内研修を実施し、授業をはじめとして、様々な機会におけるクロームブックの活用推進を図る。学校全体で生徒にとってより効果的
なサービス活用を目指すとともに、システム運用に係る人的負荷の分配を図り、よりよいシステムの構築を推進する。

授業やテスト返却、その他活動時のクロームブックの活用を推進できた
がまだ教科・学年において差があると感じるため、次年度以降もICT支
援員による研修などを行い、クロームブックの活用をより推進する。

キ

ャ
リ
ア
教
育
部

進路指導課

「朝の学習及びスタディサプリを活用した学び」、「総合的な探究の時間」、「模擬試験の活用」を柱とし、３年間で一貫性のある指導計
画を作成し、実行する。

B

B

スタディサプリの活用については、１学年でのベースメント導入により活
用状況の改善が見られたが、全学年を通して活用できるように今後取
り組んでいかなければならない。生徒の希望進路の実現については、
消極的な理由で進路を決定している生徒や、安易に指定校推薦等に走
る生徒も一定数おり、自分が何をしたいのか、将来的にどうなりたいの
かをしっかり考えた上での進路決定を促せるように進路指導をしなけれ
ばならない。資格試験については実用数学技能検定や実用英語技能
検定等一定数受験をしているようである。もっと積極的に自分から資格
試験を受験するような生徒を育成する。

引き続き生徒の主体性を育み、地域貢献活動に積極的に取り組む。芸
術系難関大学進学者の掘り起こし及び受験対策を早期に実施し、進路
実現に繋げる。芸術科への移行にむけて、組織的に取り組む。

特進クラス
九州国際大学との連携事業を継続し、生徒の視野を広げ、進路について深く考える契機を与える。月水金のユメチカにおいては国数
英を中心とした学力補充に注力する。

A
高い学力と進路目標を持った学習意欲の高い生徒を育てるために、幅
広く生徒を募集するとともに、ユメチカの内容を工夫する。3年は国公立
大学を中心とした早期の進路目標決定と受験対策に力を入れたい。

Ａ

　教科科目横断型授業の実践は、先生方
の授業力や生徒の学習意欲を高める取
組であり、今後も是非、積極的に取り組ん
でいただければと思います。人権教育
は、SNSを発端とする誹謗中傷が起きな
いよう繰り返し生徒には指導していく必要
があると考えます。

今年度は「朝の学習」の時間に「朝の読書」を週1回組み込み、生徒の読書を後押しし読解力向上をめざす。「先生からのおすすめ本」
企画も継続し、本に対する生徒の興味を刺激する。また、限られた予算の中で、良質でバラエティ豊かな芸術鑑賞会を維持できるよう
企画を工夫する。

教育活動全般を通して「言葉の重み」や「他者の立場で考えることの大切さ」に触れる。また、積極的な声かけを通して生徒の自尊感
情の涵養と安心・安全な学校生活環境作りを推進する。

言葉の重みや他者への思いやり等は継続的な指導が重要である。特設授業に盛
り込むだけでなく、全校集会・学年集会等での講話や日々の教育活動の中で意
識的に生徒に訴える。特設授業の指導内容も生徒の実態に合わせて見直す。

１学年
学校行事や日々の授業、学校生活を通して、素直にひたむきに努力できる生徒を育成する。朝学の内容の精選、スタディサプリの活
用方法の具体化、面談時間の自学自習の内容の充実を通して学習習慣を確立させ、外部模試の平均点偏差値の向上を図る。担任
会だけでなく、日頃から情報交換を密に行い、指導の方向性の確認等をしながら全員で生徒の指導をしていく体制を作る。

A

A

進路目標をより具体化させ、学習習慣の定着及び外部模試の平均点
偏差値の向上に努める。また、中堅学年として、リーダーの育成を様々
な行事を通して行う。

研
修
部

研修・図書課

今年度も授業研修として、年2回の研究授業週間を活用し、各教科が年1回以上、教科科目横断型授業やクロームブック活用に挑戦
することを推進する。また研究授業の研究協議を職員研修会とし、新しい視点を取り入れた主体的な学び、その実践について教員相
互で学び合う場を築く。 A

A

次年度は学校行事の時期変更に配慮して、現在年2回設定している研
究授業週間のあり方を再考し、柔軟に企画、実施する。
生徒の読書を後押しする「おすすめ本」企画は次年度も継続する。
次年度の芸術鑑賞会については、すでに企画を進めているが、今後も
芸術鑑賞会を維持できるように、予算内で実施できる企画内容の幅を
広げる。

　それぞれ設定した各学年の目標実
現に向け、先生方から熱心にご指導
いただきました。体育大会や文化祭は
大きな制限を受けることなく実施され、
生徒の生き生きとした姿を拝見するこ
とができました。生徒たちの様子から
は、所期の目的をしっかりと達成でき
たと感じています。
　芸術コースの活躍は依然めざまし
く、マスコミにも多く報道されたこともあ
り、地域からの評価も高く、学校のブ
ランド化に貢献していると思います。

２学年
行事に向けた取り組みの中で集団における規範意識を育成する。朝学の内容をより充実させて学力の向上を図る。校外学習の機会
を利用して広く社会に目を向けさせて、将来的な社会貢献について考えさせることで進路目標を具体化させる。

Ａ

　・学力の向上　：　授業規律を守り、３年間を見通した学習計画の徹底を図る。また、学びの基礎診断や校外模試の分析を行い、各教科の課題について具体的方策を検討する。

　今後も地域から信頼され、地域とともにある学校として
躍進していきますことを期待します。

　・基本的生活習慣の確立　：　学校行事を通じて帰属意識を高め、本校生徒としての自覚を高める。スクールスローガン「自ら学び　自ら感じ　自ら考え　自ら創る」をより一層実践させる。
　・志の育成　：　第１学年時より、卒業後を意識した志の育成に取り組み、各生徒の進路実現に向け、キャリア教育の一層の充実を図る。
　・豊かな人間性の育成　：　学校生活を送る中で、本校生徒の誰もが大切にされている雰囲気を醸成することで、豊かな人間性や自己肯定感を高めていく。
　・希望進路実現　：　地域から愛され信頼される学校になるために、生徒の進路実現を図り、学校行事においては地域との連携を図る機会を積極的に活用する。

Ａ

　生徒が安全・安心して学校生活を送
ることができるよう、今後も教育環境
等の整備および充実をお願いします。
　先生方の心身の健康が保持増進で
きるよう、なお一層の働き方改革を進
めていただきたいと考えます。

学校教育目標を実現するため、予算のより効果的効率的運用を図るとともに、柔軟かつ臨機応変な予算対応を行う。

学校の課題等について共通理解を持ち、積極的に学校経営に参画する。
「働き方改革」の面からもチーム学校として情報共有を図りながら積極
的に学校経営に参画し、併せて業務改善に取り組む必要がある。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

事務室

教育環境の整備充実

学校教育目標を実現するため、積極的に必要となる施設及び物品の改修、修繕及び購入等を行う。

A

A

施設設備について、危険箇所の早期発見及び復旧に努め、安
心安全な学校を維持するとともに、教育環境充実のため、不要
な支出の削減に努める。

学年の協力体制の下、生徒主体の学校行事、個々の希望進路実現を
順調に進めることができた。３年間を見通して生徒にどう働きかけ、どう
導いて成長させるのかを再度検討し今後に繋げる。

芸術コース
検定合格率90％、各種公募展上位入賞（九州大会以上20名）、芸術系国公立・難関私立合格者9名以上を目標に取り組む。芸術的
技能を生かした地域貢献活動を生徒主体で企画運営する。

A

２２


